
○
環
境
省
令
第

号

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
三
条
第
五
号
及
び
第
十
三
号
並
び
に
第
七
条

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
三
年

月

日

九

環
境
大
臣

細
野

豪
志

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
総
理
府
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

記
第
二
十
南
極
特
別
保
護
地
区
中
「
及
び
同
島
の
海
岸
線
か
ら
沖
に
約6

0

メ
ー
ト
ル
以
内
の
海
域
（
諸
島
及
び
岩
場
を
含

む
）
」
を
削
り
、
「
及
び
同
島
の
海
岸
線
か
ら
沖
に
約1

0
0メ

ー
ト
ル
以
内
の
海
域
（
諸
島
及
び
岩
場
を
含
む
。
）
」
を
「
、
ジ

ャ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
島
、
ル
・
モ
ー
ゲ
ン
島
、
ボ
ン
・
ド
ク
ト
ュ
ー
ル
・
ヌ
ナ
タ
ク
」
に
改
め
、
「
ア
レ
ク
シ
ス
・
カ
レ
ル
島
」

を
「
ル
・
モ
ー
ゲ
ン
島
」
に
改
め
、
「5

0
0メ

ー
ト
ル
」
を
「1

3
0メ

ー
ト
ル
」
に
改
め
、
地
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
第
二
十
二
南
極
特
別
保
護
地
区
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第二十二南極特別保護地区

ロス島のハット半島のアライヴァル高地

この地区は、第2T510地点（南緯77度50分8.4秒東経166度40分16.4秒）

を起点とし、同地点から第一火口を越えて北西に進み、南緯77度49分53.

8秒東経166度39分3.9秒の地点に至り、同地点から標高150メートルの等

高線を北北東に進み、南緯77度49分18.6秒東経166度39分56.1秒の地点に

至り、南緯77度49分18.6秒の緯度線を東に進み、南緯77度49分18.6秒東

経166度40分56.9秒の地点に至り、第二火口の北の縁の線を南に進み、南

緯77度49分23.4秒東経166度40分59秒に至り、同地点と起点を結ぶ直線を

南南西に進み、起点に至る線により囲まれた区域（次の地図の斜線部分

）から成る。





別
記
第
二
十
六
南
極
特
別
保
護
地
区
中
、
「
ロ
ウ
チ
・
ド
ー
ム
氷
河
の
西
端
の
線
及
び
」
を
削
り
、
「
低
潮
線
」
の
下
に
「

か
ら
沖
に1

0

メ
ー
ト
ル
の
線
及
び
西
経6

0

度5
3

分4
5

秒
の
経
度
線
」
を
加
え
、
地
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
記
第
三
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区
中
、
「
南
緯7

7

度3
6

分2
6

秒
東
経1
6
2度5
9

分5
3

秒
」
を
「
南
緯7

7

度3
6

分2
5

秒
東
経1

6
2

度5
9

分4
2

秒
」
に
、
「
東
南
東
」
を
「
東
」
に
、
「
南
緯7

7

度3
6

分3
3

秒
東
経1

6
3度4

分5
1

秒
」
を
「
南
緯7

7

度3
6

分2
6

秒

東
経1

6
3度3

分4
4

秒
」
に
、
「
南
緯7

7

度3
6

分5
0

秒
東
経1

6
3度4

分5
1

秒
」
を
「
南
緯7

7

度3
6

分5
0

秒
東
経1

6
3度4

分5
3

秒
」

に
、
「
南
緯7

7

度3
7

分7

秒
東
経1

6
3度3

分4

秒
」
を
「
南
緯7
7

度3
7

分1
2

秒
東
経1

6
3度3

分3
8

秒
」
に
改
め
、
地
図
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。





別
表
第
四
の
八
十
五
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

八
十
六

長
城
基
地
の
第
一
号
棟

南
緯
六
十
二
度
十
三
分
四
秒
西
経
五
十
八
度
五
十
七
分
四
十
四

秒

別
表
第
六
第
十
六
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
七
号
中
「
及
び
設
置
年
月
日
」
を
「
、
設
置
年
月
日
及
び
撤
去
予
定
年
月
日

」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
同
項
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

第
七
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

当
該
地
区
内
に
家
き
ん
又
は
そ
の
卵
の
加
工
品
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

別
表
第
六
第
十
六
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し

、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
地
区
内
で
は
徒
歩
で
移
動
す
る
こ
と
。

別
表
第
六
第
二
十
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
一
号
中
「
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
」
を
「
、
必
要
不
可
欠
な
管
理
活

動
又
は
教
育
活
動
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
第
二
十
二
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
一
号
中
「
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
」
を
「
、
必
要
不
可
欠
な
管
理



活
動
又
は
教
育
活
動
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
第
二
十
六
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
一
号
中
「
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
」
を
「
、
必
要
不
可
欠
な
管
理

活
動
、
教
育
活
動
又
は
考
古
学
的
調
査
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
バ
ー
ク
リ
ー
湾
の
海
岸
線
、
西
経
六
十
度
五
十
三
分
四

十
五
秒
の
経
度
線
、
南
緯
六
十
二
度
三
十
八
分
三
十
秒
の
緯
度
線
及
び
西
経
六
十
度
五
十
八
分
四
十
八
秒
の
経
度
線
に
囲
ま
れ

た
区
域
並
び
に
南
緯
六
十
二
度
三
十
七
分
西
経
六
十
一
度
八
分
の
地
点
と
南
緯
六
十
二
度
三
十
六
分
西
経
六
十
一
度
六
分
の
地

点
を
結
ぶ
直
線
及
び
バ
イ
ア
ズ
半
島
の
北
西
海
岸
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
に
お
い
て
は
着
陸
を
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
毎
年

十
月
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
」
の
下
に
「
、
バ
ー
ク
リ
ー
湾
の
海
岸
線
、
西
経
六
十

度
五
十
三
分
四
十
五
秒
の
経
度
線
、
南
緯
六
十
二
度
三
十
八
分
三
十
秒
の
緯
度
線
及
び
西
経
六
十
度
五
十
八
分
四
十
八
秒
の
経

度
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
南
緯
六
十
二
度
三
十
七
分
西
経
六
十
一
度
八
分
の
地
点
と
南
緯
六
十
二
度
三
十
六
分
西
経
六
十

一
度
六
分
の
地
点
を
結
ぶ
直
線
及
び
バ
イ
ア
ズ
半
島
の
北
西
海
岸
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
家

き
ん
又
は
そ
の
卵
」
を
「
鳥
綱
に
属
す
る
種
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

当
該
地
区
内
の
海
岸
線
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は
、
地
表
か
ら
高
度
六
百
十
メ
ー
ト

ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。



別
表
第
六
第
三
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

別
表
第
六
第
三
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
五
号
中
「
及
び
設
置
年
月
日
」
を
「
、
設
置
年
月
日
及
び
撤
去
予
定
年
月

日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

当
該
地
区
内
で
は
徒
歩
で
移
動
す
る
こ
と
。

別
表
第
六
第
四
十
九
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
一
号
中
「
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
」
を
「
、
必
要
不
可
欠
な
管
理

活
動
、
教
育
活
動
又
は
考
古
学
的
調
査
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
南
緯
六
十
二
度
二
十
八
分
十
七
秒
西
経
六
十
度
四
十
六

分
二
十
七
秒
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
四
十
六
分
二
十
七
秒
西
経
六
十
度
二
十
八
分
十
七
秒
」
に
、
「
南
緯
六
十
二
度
二
十
八
分

十
六
秒
西
経
六
十
度
四
十
六
分
四
十
九
秒
」
を
「
南
緯
六
十
二
度
四
十
六
分
四
十
八
秒
西
経
六
十
度
二
十
八
分
十
六
秒
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
中
「
当
該
地
区
の
直
上
空
域
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
ご
と
に
、
下
欄
に
掲
げ
る
空

域
」
を
「
当
該
地
区
の
境
界
線
か
ら
六
百
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
六
百
十
メ
ー
ト

ル
以
内
の
空
域
」
に
改
め
、
同
号
の
表
を
削
り
、
同
項
第
十
号
中
「
し
尿
」
を
「
液
状
廃
棄
物
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



五

原
則
と
し
て
、
九
月
十
五
日
か
ら
翌
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
は
、
単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機
及
び
飛
行
機
に
あ
っ

て
は
、
当
該
地
区
の
境
界
線
か
ら
九
百
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
、
多
発
式
の
回
転
翼
航
空
機
に
あ
っ
て
は
、
当
該

地
区
の
境
界
線
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
着
陸
し
な
い
こ
と
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
る
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
九
号
中
「
ア
プ
テ
ノ
デ
ュ
テ
ス
・
フ
ォ
ル
ス
テ
リ
（
コ
ウ
テ
イ
ペ
ン
ギ
ン

）
以
外
の
ペ
ン
ギ
ン
目
の
種
」
を
「
ピ
ゴ
ス
ケ
リ
ス
・
ア
デ
リ
ア
エ
（
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
）
」
に
改
め
、
「
み
ず
な
ぎ
ど
り

科
に
属
す
る
種
」
を
「
ペ
ン
ギ
ン
目
に
属
す
る
種
（
換
羽
期
の
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
「
十
五
メ
ー
ト
ル
」
を
「
三
十

メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
す
る
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と

し
、
同
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

科
学
的
調
査
又
は
管
理
活
動
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
に
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
設
置
し
な

い
こ
と
。
ま
た
、
当
該
工
作
物
に
国
名
、
設
置
者
名
及
び
設
置
年
月
日
を
明
示
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
が
な
く
な
っ
た



と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
工
作
物
を
除
去
す
る
こ
と
。

別
表
第
六
第
六
十
七
南
極
特
別
保
護
地
区
の
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

原
則
と
し
て
、
九
月
十
五
日
か
ら
翌
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
は
、
単
発
式
の
回
転
翼
航
空
機
及
び
飛
行
機
に
あ
っ

て
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
高
度
九
百
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
、
多
発
式
の
回
転
翼
航

空
機
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と

。
附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
日
前
に
さ
れ
た
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

第
六
条
の
確
認
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
環
境
大
臣
に
よ
る
確
認
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
な
さ
れ

て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
は
、
同
条
第
一
項
第
三
号
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


